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丘珠空港機能強化検討の取組

◯北海道開発局及び東京航空局は、丘珠空港の機能強化に係る計画検討に着手。
◯地域住民や空港利用者等から幅広く意見を伺いながら合意形成を図る、パブリック・インボルブメン

ト（ＰＩ）を関係自治体と連携して実施。道内の空港整備におけるＰＩは、初めての取り組み。

第１回丘珠空港ＰＩ推進協議会（10月14日） 第１回丘珠空港ＰＩ評価委員会（10月15日）

【案１】北西側 150m、南東側 150m

【案２】北西側 200m、南東側 100m

丘珠空港機能強化計画書（抜粋）
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丘珠空港の滑走路を延長することで、冬季の運航制限が緩和され小型ジェット機の通年運航や医療
用ジェット機の就航率が改善されるなどの整備効果が見込まれる。

機能強化（滑走路延長）による効果

整備による効果項目

定期便や緊急支援機のより安全な発着が可能。安全・防災支援機能の確保

通年運航し、就航可能エリアが広がることで、より多くのビジネス・観光需要が
見込める。

道内外を結ぶ航空ネットワークの
充実

新千歳空港に就航している機材の一部を丘珠空港で受け入れることで、道央
圏空港全体の受入能力向上が期待できる。

道央圏空港の機能強化

◯冬の北海道は、ウィンタースポーツやさっぽろ雪
まつりなど、多くの観光需要が見込まれるが、夏
季と比べて制動距離が長くなるため、現滑走路長
では小型ジェット機が冬季に就航できない。

小型ジェット機の通年運航が
可能となり、より多くのビジネ
ス需要や観光需要の受け入
れが可能。

◯医療用ジェット機（メディカルウィング）は、丘珠空港の
滑走路状態により、運航制限が生じることがあるため、
冬季は新千歳空港を利用せざるを得ない。

より多くの医療用ジェット機
による搬送が可能となり、
搬送時間の短縮や患者の
身体負担軽減が図られる。

滑走路延長
滑走路延長

小型ジェット機の冬季運航制限の緩和

その他の整備効果

画像提供：中日本航空（株）
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◯丘珠空港機能強化計画書に対するご意見を令和7年11月20日～令和8年1月20日まで募集中。
◯ご意見は、特設サイト内のアンケートフォームや説明会（12月12日～12月14日：チ・カ・ホ、募集期間

内：丘珠空港）、チラシに添付しているハガキなどより提出できます。

ご意見募集
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